
(57)【要約】

【課題】嘴状処置片を支持する支軸がシース先端の支持

本体から外れるような問題が発生しない耐久性の優れた

内視鏡用嘴状処置具を提供すること。

【解決手段】一対の嘴状処置片４を開閉自在に支持する

支軸５が、シース先端の支持本体２に形成されたスリッ

ト３を横断する状態で支持本体２に取り付けられた内視

鏡用嘴状処置具において、一対の嘴状処置片４の間に位

置するようにスリット３内にスペーサ６を配置して、ス

ペーサ６に形成された孔６ａに支軸５を圧入固定した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 対 の 嘴 状 処 置 片 を 開 閉 自 在 に 支 持 す る 支 軸 が 、 シ ー ス 先 端 の 支 持 本 体 に 形 成 さ れ た ス リ
ッ ト を 横 断 す る 状 態 で 上 記 支 持 本 体 に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 に お い て 、
上 記 一 対 の 嘴 状 処 置 片 の 間 に 位 置 す る よ う に 上 記 ス リ ッ ト 内 に ス ペ ー サ を 配 置 し て 、 上 記
ス ペ ー サ に 形 成 さ れ た 孔 に 上 記 支 軸 を 圧 入 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具
。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 支 持 本 体 が 、 電 気 絶 縁 性 の 非 金 属 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡
用 嘴 状 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 支 軸 が 、 上 記 一 対 の 嘴 状 処 置 片 を 個 別 に 開 閉 自 在 に 支 持 す る よ う に 二 本 設 け ら れ 、 そ
の 二 本 の 支 軸 が 上 記 ス ペ ー サ に 平 行 に 形 成 さ れ た 二 つ の 孔 に 圧 入 固 定 さ れ て い る 請 求 項 １
又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 嘴 状 に 開 閉 す る 処 置 片 が 先 端 に 軸 支 さ れ た 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
処 置 片 が 嘴 状 に 開 閉 す る 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 と し て は 、 生 検 鉗 子 、 把 持 鉗 子 、 止 血 鉗 子 或
い は 鋏 鉗 子 そ の 他 多 く の も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ は そ の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 先 端 部 分 を 示 し て お り 、 可 撓 性 シ ー ス １ の
先 端 に 連 結 固 着 さ れ た 支 持 本 体 ２ に 、 先 側 に 開 口 す る ス リ ッ ト ３ が 一 定 幅 で 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ス リ ッ ト ３ の 先 端 部 分 に は 、 支 軸 ５ が ス リ ッ ト ３ を 横 断 す る よ う に 配 置 さ れ て い て 、 そ の
支 軸 ５ の 先 端 部 分 ５ ｂ が 支 持 本 体 ２ に か し め 固 定 さ れ て い る 。 １ ０ は 、 支 軸 ５ を 通 し て そ
の 先 端 部 分 ５ ｂ を か し め 固 定 す る た め に 支 持 本 体 ２ に 穿 設 さ れ た 支 軸 通 し 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 軸 線 位 置 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ （ 図 示 せ
ず ） を 手 元 側 か ら 進 退 操 作 す る こ と に よ っ て 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 ４ が 支 軸 ５ を 中 心 に 嘴 状
に 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
支 軸 ５ は 、 頭 部 ５ ａ が 抜 け 止 め 用 に 太 く 形 成 さ れ て い て 、 中 間 部 よ り 細 く 形 成 さ れ て い る
先 端 部 分 ５ ｂ を 支 軸 通 し 孔 １ ０ 内 で か し め て 広 げ る こ と に よ り 支 持 本 体 ２ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 支 軸 ５ を 先 端 部 分 ５ ｂ 側 に 抜 き 出 そ う と す る 力 が 作 用 し た と き は 、 そ の 力 が
大 き く て も 頭 部 ５ ａ が 支 軸 通 し 孔 １ ０ に 入 り 込 む こ と は で き な い の で 、 支 軸 ５ が 支 持 本 体
２ か ら 抜 け 出 す こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し 、 逆 に 支 軸 ５ を 頭 部 ５ ａ 側 に 抜 き 出 そ う と す る 力 が 作 用 す る と 、 先 端 部 分 ５ ｂ の か
し め 加 工 部 が 比 較 的 容 易 に 変 形 し て 支 軸 ５ が 支 持 本 体 ２ か ら 抜 け 出 し 、 処 置 具 の 先 端 部 分
が バ ラ バ ラ に な っ て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
特 に 、 支 持 本 体 ２ を 電 気 絶 縁 性 に す る た め に 非 金 属 材 料 に よ っ て 形 成 す る と 、 支 軸 ５ を か
し め 加 工 す る 際 に 支 持 本 体 ２ が 破 損 す る 恐 れ が あ る た め 、 か し め が 不 十 分 に な り が ち な た
め 、 そ の よ う な 不 具 合 発 生 の お そ れ が 大 き い 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 嘴 状 処 置 片 を 支 持 す る 支 軸 が シ ー ス 先 端 の 支 持 本 体 か ら 外 れ る よ う な 問
題 が 発 生 し な い 耐 久 性 の 優 れ た 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 は 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 を 開 閉 自
在 に 支 持 す る 支 軸 が 、 シ ー ス 先 端 の 支 持 本 体 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト を 横 断 す る 状 態 で 支 持
本 体 に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 に お い て 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 の 間 に 位 置 す る よ
う に ス リ ッ ト 内 に ス ペ ー サ を 配 置 し て 、 ス ペ ー サ に 形 成 さ れ た 孔 に 支 軸 を 圧 入 固 定 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 支 持 本 体 が 、 電 気 絶 縁 性 の 非 金 属 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い て も よ く 、 支 軸 が 、 一
対 の 嘴 状 処 置 片 を 個 別 に 開 閉 自 在 に 支 持 す る よ う に 二 本 設 け ら れ 、 そ の 二 本 の 支 軸 が ス ペ
ー サ に 平 行 に 形 成 さ れ た 二 つ の 孔 に 圧 入 固 定 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 バ イ ポ ー ラ 型 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 で あ り 、
図 ３ は そ の 側 面 部 分 断 面 図 、 図 ４ は 平 面 断 面 図 で あ る 。 た だ し 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て は
、 各 々 断 面 位 置 が 相 違 す る 複 数 の 部 分 を 一 つ の 図 面 に 図 示 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
１ は 、 図 示 さ れ て な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 、 直 径 が ２ ～ ３ ｍ ｍ 程
度 で 長 さ が １ ～ ２ ｍ 程 度 の 可 撓 性 シ ー ス で あ り 、 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 チ ュ ー ブ 等
の よ う な 電 気 絶 縁 性 の チ ュ ー ブ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 に は 、 電 気 絶 縁 性 の 例 え ば 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 又 は セ ラ ミ ッ ク 等 か ら
な る 支 持 本 体 ２ が 連 結 固 着 さ れ て お り 、 そ の 支 持 本 体 ２ に は 、 先 側 に 開 口 す る ス リ ッ ト ３
が 一 定 の 幅 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
支 持 本 体 ２ の 先 端 部 分 に は 、 支 持 本 体 ２ の 中 心 軸 線 を 挟 ん で そ の 両 側 に 離 れ た 位 置 に お い
て 各 々 ス リ ッ ト ３ を 直 角 に 横 断 す る 状 態 に 、 ス テ ン レ ス 鋼 棒 製 の 二 つ の 支 軸 ５ が 平 行 に 取
り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ０ ａ ， １ ０ ｂ は 、 支 軸 ５ の 両 端 部 分 ５ ａ ， ５ ｂ を 通 し て 支 持 す る た め に 、 支 持 本 体 ２ の
軸 線 に 対 し て 垂 直 に 真 っ 直 ぐ に ス リ ッ ト ３ を ま た い で 支 持 本 体 ２ に 形 成 さ れ た 支 軸 通 し 孔
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 電 極 と し て 機 能 す る よ う に ス テ ン レ ス 鋼 等 の よ う な 導 電 性 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ
た 一 対 の 嘴 状 処 置 片 ４ が 、 嘴 状 に 開 閉 自 在 に 二 つ の 支 軸 ５ に 個 別 に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
９ は 、 支 軸 ５ が 回 転 自 在 に 嵌 合 す る よ う に 各 嘴 状 処 置 片 ４ に 形 成 さ れ た 回 転 支 持 孔 で あ る
。 な お 、 図 ３ に お い て は 、 嘴 状 処 置 片 ４ が 閉 じ て い る 状 態 が 実 線 で 示 さ れ 、 開 い た 状 態 が
二 点 鎖 線 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 実 施 例 の 嘴 状 処 置 片 ４ の 嘴 状 に 開 閉 す る 部 分 は 、 処 置 具 の 先 端 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ
る 図 ５ に も 示 さ れ る よ う に 、 開 口 部 ど う し が 対 向 す る カ ッ プ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 た だ し
、 腕 状 そ の 他 ど の 様 な 形 状 で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
各 嘴 状 処 置 片 ４ の 後 方 部 分 は 、 回 転 支 持 孔 ９ よ り 後 方 に 駆 動 腕 部 ４ ａ が 一 体 に 延 出 形 成 さ
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れ て お り 、 そ の 突 端 近 傍 に 形 成 さ れ た 通 孔 ７ に 、 二 本 の 導 電 線 ８ の 先 端 が 通 さ れ て 連 結 さ
れ て い る （ 図 ３ 及 び 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
各 導 電 線 ８ は 、 電 気 絶 縁 被 覆 が 全 長 に わ た っ て 施 さ れ て お り 、 先 端 部 分 に お い て だ け 露 出
し た 導 線 ８ ａ が 、 各 々 嘴 状 処 置 片 ４ に 接 触 す る 状 態 で 通 孔 ７ に 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
二 本 の 導 電 線 ８ は 、 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ
れ て い て 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 に お い て 操
作 輪 １ １ に よ り 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
し た が っ て 、 導 電 線 ８ は 嘴 状 処 置 片 ４ を 遠 隔 操 作 に よ っ て 開 閉 さ せ る た め の 操 作 ワ イ ヤ と
し て も 機 能 し て お り 、 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に お い て は 二 本 の 導 電 線 ８ を 一 体 的 に 結 束 し て お
く と よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
二 本 の 導 電 線 ８ の 基 端 部 は 、 操 作 部 に お い て 高 周 波 電 源 ２ ０ の 正 極 と 負 極 の 電 源 コ ー ド に
分 か れ て 接 続 さ れ て お り 、 高 周 波 電 源 ２ ０ を オ ン に す る こ と に よ っ て 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片
４ の 一 方 が 高 周 波 電 流 の 正 電 極 に な り 、 他 方 が 負 電 極 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
支 持 本 体 ２ に 形 成 さ れ て い る ス リ ッ ト ３ の 先 端 部 分 内 に は 、 図 ５ の 分 解 斜 視 図 及 び 図 ３ に
お け る Ｉ － Ｉ 断 面 を 図 示 す る 図 １ 等 に 示 さ れ る よ う に 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 ４ の 間 を 電 気 的
に 絶 縁 す る た め の 絶 縁 ス ペ ー サ ６ が 、 両 嘴 状 処 置 片 ４ の 間 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
絶 縁 ス ペ ー サ ６ は 、 例 え ば 硬 質 の 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 又 は 他 の プ ラ ス チ ッ ク 或 い は セ ラ
ミ ッ ク 等 の 材 料 か ら な る 一 つ の 部 品 で 形 成 さ れ て い て 、 二 本 の 支 軸 ５ が 通 さ れ る 二 つ の 支
軸 圧 入 孔 ６ ａ が 左 右 方 向 に 平 行 に 貫 通 穿 設 さ れ 、 絶 縁 ス ペ ー サ ６ の 左 右 両 側 面 に は 、 互 い
に 食 い 違 っ た 位 置 を 略 半 部 ず つ 凹 ま せ て 電 極 通 過 部 ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
電 極 通 過 部 ６ ｂ に は 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 ４ の 回 転 支 持 孔 ９ の 周 辺 部 分 （ 駆 動 腕 部 ４ ａ の 基
部 ） が 固 定 さ れ な い 状 態 に 嵌 め 込 ま れ て い て 、 各 嘴 状 処 置 片 ４ が 回 転 支 持 孔 ９ に 通 さ れ た
支 軸 ５ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
絶 縁 ス ペ ー サ ６ に 形 成 さ れ た 支 軸 圧 入 孔 ６ ａ は 、 直 径 が そ こ に 通 さ れ て い る 支 軸 ５ の 直 径
よ り 僅 か に 小 さ く 形 成 さ れ て 、 組 み 立 て 作 業 時 に 支 軸 ５ が そ の 支 軸 圧 入 孔 ６ ａ に 圧 入 さ れ
て お り 、 そ れ に よ っ て 、 接 着 剤 等 を 用 い な く て も 支 軸 ５ が 絶 縁 ス ペ ー サ ６ に 強 固 に 固 定 さ
れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
各 支 軸 ５ は 、 絶 縁 ス ペ ー サ ６ と 嘴 状 処 置 片 ４ に 通 さ れ て い る 中 間 部 分 に 比 較 し て 先 端 部 分
５ ｂ が 一 段 細 く 形 成 さ れ 、 支 持 本 体 ２ に 穿 設 さ れ て い る 支 軸 通 し 孔 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ も 、 支
軸 ５ の 径 に 合 わ せ て 、 支 軸 ５ の 先 端 部 分 ５ ｂ が 通 さ れ る 側 １ ０ ｂ が 細 い 径 に 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
た だ し 、 支 軸 通 し 孔 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ は 支 軸 ５ の 両 端 部 分 ５ ａ ， ５ ｂ よ り 僅 か に 太 く 形 成 さ
れ て お り 、 組 み 立 て 時 に は 、 支 軸 ５ が 支 持 本 体 ２ の 支 軸 通 し 孔 （ 太 径 部 分 ） １ ０ ａ か ら 嘴
状 処 置 片 ４ の 回 転 支 持 孔 ９ 内 を 通 っ て 絶 縁 ス ペ ー サ ６ の 支 軸 圧 入 孔 ６ ａ に 圧 入 固 定 さ れ 、
支 軸 ５ の 先 端 部 分 ５ ｂ が 支 軸 通 し 孔 （ 細 径 部 分 ） １ ０ ｂ 内 に 嵌 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
し た が っ て 、 支 軸 ５ を 固 定 す る た め に 支 軸 ５ の 両 端 部 分 を か し め る 必 要 が な い の で 、 支 持
本 体 ２ を 電 気 絶 縁 性 の 非 金 属 材 料 で 形 成 し て も 支 軸 ５ 脱 落 等 の 問 題 が 生 じ な い 。 た だ し 、
支 軸 ５ の 端 部 を 補 助 的 に か し め る 程 度 の 作 業 を 付 加 す る こ と は 差 し 支 え な い 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 を 用 い 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 ４ を 開 い て そ の 間 に
粘 膜 を 挟 ん で 、 嘴 状 処 置 片 ４ を 閉 じ な が ら 高 周 波 電 流 を 通 電 す る こ と に よ り 、 一 対 の 嘴 状
処 置 片 ４ の 間 に 位 置 す る 生 体 組 織 に 高 周 波 電 流 が 流 れ て 、 粘 膜 の 焼 灼 凝 固 等 を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 支 軸 ５ の 頭 部 ５ ａ が 太 く 形
成 さ れ て い て も よ く 、 ま た 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 ４ を 一 本 の 支 軸 ５ で 支 持 本 体 ２ に 回 転 自 在
に 支 持 す る よ う に し た 内 視 鏡 用 処 置 具 に 本 発 明 を 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 本 発 明 は 高 周 波 処 置 具 に 限 ら ず 、 各 種 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 に 適 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の 嘴 状 処 置 片 の 間 に 位 置 す る よ う に ス リ ッ ト 内 に ス ペ ー サ を 配 置 し
て 、 ス ペ ー サ に 形 成 さ れ た 孔 に 支 軸 を 圧 入 固 定 し た こ と に よ り 、 支 持 本 体 を 非 金 属 材 料 等
で 形 成 し て も 支 軸 外 れ の 問 題 等 が 発 生 せ ず 、 優 れ た 耐 久 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 図 ３ に お け る Ｉ － Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 先 端 部 分 の 側 面 複 合 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 先 端 部 分 の 平 面 複 合 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 先 端 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 嘴 状 処 置 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 可 撓 性 シ ー ス
２ 　 支 持 本 体
３ 　 ス リ ッ ト
４ 　 　 嘴 状 処 置 片
５ 　 　 支 軸
６ 　 絶 縁 ス ペ ー サ
６ ａ 　 支 軸 圧 入 孔
９ 　 回 転 支 持 孔
１ ０ ａ 　 支 軸 通 し 孔 （ 太 径 部 分 ）
１ ０ ｂ 　 支 軸 通 し 孔 （ 細 径 部 分 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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